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　オーストリアの国境を越えてチェコスロバキアに入る頃，どんより曇った空
から粉雪が舞いはじめた。4月も半ばを過ぎたというのに雪とは，と暗い気持
で車窓から始めて見るチゴコの農村風景やところどころに点在する町並を眺め
ていると，ウイーソから国境までの景観とはがらりと一変したといってもよい，
くすんだ灰一色の色彩はどこか不思議にさえ思えたのが，固有名詞学など世界
でももっとも高い水準にあるこの国の言語学の状況に接したり，毎年5月12日
から約3週間にわたって開催される「プラハの春」国際音楽祭を聞いたりする
目的で以前から訪れたいと念願していた国にやって来た最初の印象でした。プ
ラハに在住している知り合いの日本人のかたに滞在についていろいろのお世話
を前もってお願いしていたものの，やはり不安の影は頭から消えそうになかっ
た。まず第一一L・tl＝私はチェコ語についてはまったくの無知であり，年配のチェコ
人なら必ずといってよいほど持っているドイツ語の知識も，それまでのインス
ブルジクでの2週間ほどの勉強では学生時代の記憶をすこし掘り起した程度
で，とても覚束ないものでした。それでも，プラハの駅頭で知人にかけた電話
も，L公衆電話機につけてある絵を見て何とか通じ，それから予定よりも長い2
か月近い期間プラハ滞在を無事にしかも楽しく有意義に送れたのは，東京外国
語大学の千野栄一教授の奥さま，東京の音大で長いこと教鞭をとられた経験の
ある指揮者キューネルさんとその奥さま，それからキューネルさんの実家の人
たちと叔母さま一このかたたちの暖かい人情と親切によるものであったこと
は申すまでもありません。が，それとともに，私がおかした数々の失敗にもか
かわらず，人間同志の意志伝達が言語の意味だけで行なわれるものではなく，
音の抑揚や音色などによっても，かなりの伝達が可能であることを実際の経験
で知り得たからでもあります。もちろん市内の外国人案内所とか一流のホテ
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ル，入国管理を扱う警察などでは英語で通用するが，一般市民との会話はチェ
コ語しか通じない。フラットをお借りすることになったキューネルさんの叔母
さまもチェコ語以外はドイツ語だけである。片言のドイツ語とあとはジェスチ
ァと表情で日常の用一食事の注文やら部屋の使い方など一を足すより仕方
がなかった。スーパーで，びんの形もそれらしいし，ラベルに麦の穂によく似
た絵が描いてあるので，てっきりビールだと思いこんで買って来て飲もうとし
たら，いやにどろっとした液体がコヅプに流れこむので，変ったビールもある
ものだと一口飲んでみたら気持の悪い味がするので，あわてて辞書を引いて調
べたら，なんとオリーヴ油であったなど，思い返すと笑い出してしまいたくな
る失敗もいくつかありましたが，現地で少しずつ覚えたチェコ語と身振りや表
情（ボデー・ランゲージとフェイス・ラ／ゲージ）とで何とか生活できるもg
だと思うようになりました。すくなくとも外国藷を知らないという1ことであま
り消極的に行動することはないということです。ただ，イソトネーションや言
語の音色などだけでは精確な童志伝達に嫡不十分で，言語の意味を理解するこ
とがどうしても必要であることは言うまでもありません。このことで思い出さ
れるのが，チェコの作家カレル・チャペックの「もうひとつのポケットから出
た話」といラ探偵小説風の短篇小説集のなかの「指揮者カリナの話」です。指
揮者のカリナ斥は知っている英語といえばホテルとポソドだけなのですが，．或
る時，演奏旅行で英国のリヴァプールにゃって来ました。海が見たくなっくr
人で夜の町へ散歩に出ます。梅岸の物かげにすわっていると，そこヘー糧㊧黒
女がやって来てすぐ近くに腰をおろす。二人の話し声の調子から，男が女を説
きふせ，何か女が恐れていることを無理矢理さ．せようとしていることをカリナ
氏は感じとる。二人が立ち去ってから，
　「ねえ，私は予感なんて信じませんよ。だけど音楽は信じます。あ㊧晩あそ
こで何とはなしに話を聞いたとき，バスがクラリネットに何か恐しいことをや
らせようと説得しているのです。あのクラリネットは家へ帰り，どうしようも
ない気になってバスが命じたことをするのです。私は聞いたのです。聞いたこ
とは言葉でわかる以上のことです。私は犯罪がたくまれていることが分ったの
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です。しかもどんな犯罪かも。」
　カリナ氏は犯罪を防こうと町をかけまわり，警官を見つけては話しかけるが
通じない。
　「殺人です。孤独な一人の婦人が殺されようとしています。女中さんだか，
料理を作っている人だかがそれに手をかすはずです。なんとかしなけりゃ。」
　やがて疲れ切ったカリナ氏は町かどで保護され，ホテルへ連れて行かれる。
　「その日の朝の練習で私がどんな指揮をしたか知らないが，やっと終って指
揮棒をおいて町へ出ると，夕刊の売子の声がきこえた。急いで一部買うとそこ
には大見出しでMURDERとあり，その下に白髪の夫人の写真が出ていた。
私はMURDERというのは殺人という意味だと思う。」
　イントネーションその他で一定の伝達が行なわれたというエピソードであり
ます。
　プラハに到着した頃灰色をした風景も，5月の半ばを過ぎると樹木は濃い緑
でおおわれ，ライラックの花が咲きそろい，t街の花屋さんの店頭には色とりど
りの草花が美しさを競い合い，美しいプラハの春の到来です。そのプラハを後
にして英国へ旅立ったのは，市内を流れるヴルタヴァ川（モルダウ川）の畔に
生い茂る芝生にかげろうがさかんに燃え立って見える6月の上旬のことでし
た。
（7）
